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Fuji Hydrogen Summit
気候変動、エネルギー危機、大気汚染──。

いま、私たちの暮らしはさまざま課題に直面しています。
その中で、脱炭素社会の切り札として注目を集めているのが水素。

山梨県は日本を代表する水素先進地として、
世界にも目を向けています。

水素社会の実現に向けて
山梨県から世界に発信！ 

Ｇ
シ
ス
テ
ム
に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
も
、
山
梨
県
の
技
術

者
が
ク
ア
ン
チ
省
を
訪
問
し
、
意
見
交

換
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
な
ど
と
も

グ
リ
ー
ン
水
素
を
巡
る
連
携
促
進
に
向

け
て
、
活
発
な
や
り
と
り
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
は
、
ク
リ
ー
ン
な
水
素
の
製
造

や
利
活
用
に
取
り
組
む
団
体「
Ｒ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ｓ 

１
０
０
」※
２
や
、
世

界
最
大
の
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
施
設
を

持
つ
企
業「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
２
」※
３
と
の
間
で

協
力
関
係
の
合
意
に
至
っ
て
お
り
、
世

界
各
地
で「
や
ま
な
し
モ
デ
ル
」
の
展

開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
士
山
の
麓
か
ら

始
ま
る
未
来

　

山
梨
県
は
２
０
２
２
年
、
富
士
山
の

麓
に
広
が
る
富
士
五
湖
地
域
を
、
新
た

な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
自
然
首
都
圏
へ

と
発
展
さ
せ
る
協
働
組
織
体「
富
士
五

湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は「
グ

リ
ー
ン
水
素
に
よ
る
持
続
可
能
な
経
済

の
確
立
」「
社
会
起
業
家
と
の
連
携
に

よ
る
先
進
的
な
行
政
の
確
立
」「
若
い

世
代
と
ア
ー
ト
に
よ
る
活
力
の
あ
る
社

会
の
実
現
」
と
い
う
三
つ
の
軸
で
、
海

外
の
自
治
体
・
企
業
と
国
際
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
で
は
こ
の
枠
組
み
を
単
な
る

地
方
創
生
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
新
た
な

価
値
を
つ
く
る「
社
会
実
験
を
す
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
と
定
義
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
学
生

ア
ー
ト
交
流 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
派
遣

事
業
」（
3
ペ
ー
ジ
）も
そ
の
一
例
で
す
。

　

２
０
２
６
年
３
月
に
は
、
グ
リ
ー
ン

水
素
社
会
の
実
現
を
一
層
加
速
す
る
た

め「
富
士
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
・
サ
ミ
ッ

ト
２
０
２
６
」（
国
際
水
素
サ
ミ
ッ
ト
）

の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
水
素
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
に

当
た
っ
て
、
山
梨
県
は
大
き
く
分
け
て

次
の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

❶
グ
リ
ー
ン
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

促
進
に
よ
っ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る

❷
グ
リ
ー
ン
水
素
先
進
地
で
あ
る
山
梨

県
が
、
水
素
の
社
会
実
装
に
向
け
て
国

際
的
に
議
論
す
る
場
を
設
け
て
水
素
革

米倉山でグリーン水素を製造するP2Gシステム

国際交流２.０への発展
山 梨 は 新 た な ス テ ー ジ へ

命
を
リ
ー
ド
す
る

❸
具
体
的
か
つ
未
来
志
向
の
テ
ー
マ
を

も
と
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
国

と
の
交
流
を
図
る

　

当
日
は
、
世
界
の
水
素
戦
略
を
担
う

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
最
新
の
技
術

や
知
見
を
共
有
す
る
ほ
か
、
各
国
が
水

素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
協
働
す
る

「
共
同
宣
言
」の
発
出
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
は「
山

梨
県
の
グ
リ
ー
ン
水
素
の
利
活
用
事
例

を
ぜ
ひ
シ
ェ
ア
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
声
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
県
民
一
人
一
人
が
主
役
に
な

る「
国
際
交
流
２
・
０
」
の
新
た
な
挑

戦
を
始
め
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の『
山
梨
県
』
の
未

来
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

※1再生可能エネルギーを使い、製造
過程でCO2を一切出さずに造られた
水素のこと。究極のクリーンエネルギ
ーといわれています。
※2 Renewables 100 アメリカで水
素エネルギーの普及を推進する官民合
同組織「ARCHES」（再生可能クリー
ン水素エネルギーシステム連合）の中
核組織。2007年設立。
※3 SGH2 カリフォルニア州ランカ
スター市と連携し、年3,800トンのグ
リーン水素を製造。

各国で高まる山梨グリーン水素への関心

2026.3
開催予定！

富士
ハイドロジェン・サミット

２０２６
山梨県のグリーン水素戦略と

多様な官民プロジェクト、世界的な広がりを
幅広く周知することにより、グリーン水素分野で

国際社会をけん引

山梨県の強み

● 地域の再エネ電力でグリーン水素を製造
・貯蔵・活用する最先端の脱炭素技術

● 2021年から４年以上にわたりグリーン水
素を製造・供給

やまなしモデル
P2Gシステム

1

● 世界トップクラスの水素サプライチェーン
がサントリー白州工場を中心に誕生

グリーン水素の
社会実装が進展

2

ベトナム
クアンチ省

省訪問団による複数回の
県内水素関連施設の視察

（2023年、2024年）

韓国
忠清北道

国際水素サミットへの参加意
向、技術者交流についての前
向きな検討（2025年）

インド
ウッタル・

プラデーシュ州
首相秘書官、首相顧問等の県内
水素関連施設視察（2025年）

オーストリア
ニーダーエスタライヒ州

グリーン水素活用に係る覚書
締結（2025年）

世
界
が
注
目
す
る

「
や
ま
な
し
モ
デ
ル
」

　

２
０
１
８
年
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
水
素
を
製
造
す
る
パ
ワ
ー
・
ツ

ー
・
ガ
ス（
Ｐ
２
Ｇ
）
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
始
め
た
山
梨
県
。
21
年
６
月
に
は

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
製
造
し
た
グ
リ
ー
ン

水
素
※
１
の
本
格
的
な
供
給
を
国
内
で

初
め
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
山
梨

産
水
素
は
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
の
グ
リ
ー
ン
水
素
に
対
す
る

熱
視
線
は
海
外
か
ら
も
向
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
４
年
か
ら
交
流
が
始
ま

っ
た
イ
ン
ド
は
、
大
気
汚
染
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
る
た
め
、
山
梨
県
の
Ｐ
２

［問い合わせ先］国際戦略・自然首都圏推進課 TEL 055-223-1435  FAX 055-223-1320

ブラジル
ミナスジェライス州

具体的な水素連携促進に
向けた新たな覚書締結合
意（2025年）
グリーン水素活用に係る
覚書締結（2023年）
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 来年３月をめどに国際水素サミットを開催する山梨県。
足下の国内では、県が開発した水素関連技術が次々と活用されています。 

カーボンニュートラルのトップランナーとして、
前進を続けています。

やまなしの水素関連技術、
国内で活用進む　 

杜市にあるサントリー天然水 南ア

ルプス白州工場。約82万㎡の広大

な敷地の一角に、画期的な設備が誕生しよ

うとしています＊。

　県が民間企業と共同で開発した「やまな
しモデル P2G システム」は、再生可能エネ
ルギー由来の電力で水素を作る装置です。

サントリー工場隣接地に設置したこのシス

テムから、サントリーへ水素を供給します。

稼働すれば国内最大級のグリーン水素製造
拠点になります。

　P2G システムで製造された水素は、配管

により工場内に送られ、ボイラー燃料とな

ります。ボイラーで熱せられた高温の蒸気

がサントリー天然水の殺菌過程などの熱源

として利用されます。

　まだまだコスト面の課題が残る水素の製

造。それでもサントリーが導入に踏み切っ

たのは、「グリーン水素」の環境価値がある

からです。サントリーが掲げる企業活動の

目的は、「人と自然と響きあい、豊かな生活

文化を創造し、『人間の生命 ( いのち ) の輝

き』をめざす」こと。さまざまな環境保全活

動に取り組んできたサントリーにとって、

工場で CO₂削減につながるグリーン水素を

使うことは大きな意義があるといいます。

国
内
最
大
級
の
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
拠
点

グ
リ
ー
ン
水
素
の

環
境
価
値
に

期
待
大
！

北

ントリーは、製造したグリーン水素

を工場内で使うだけではなく、県内

外にも供給する計画を立てています。

　具体的には、ガス商社の株式会社巴商会

（東京都大田区）と連動し、県内でのグリー

ン水素地産地消モデルの構築と、隣接する

東京都への出荷計画を立てています。

　その実験の過程で目指すのは、水素の「荷

物化」。

　通常、水素は専用のトレーラーで運ばれ

ます。決まった場所に決まった量を輸送す

るには適しているものの、交通上の規制も

あり必要な時にすぐに届けるのは難しいと

いう課題がありました。

　そこで、水素の需要拡大を見据えてサン

トリーと巴商会が開発中なのが、新しい高

圧水素ガス運搬機器です。長さ3メートル
ほどで円柱状のガス専用容器を数本まとめ
て「カードル」と呼ばれる集合容器に固 
定。荷下ろし作業の効率を上げて、水素を

「荷物」として白州から各地に送り出す計画
です。

　甲府市の米倉山からグリーン水素を出荷

する際も「カードル」を使っていますが、開

発中のものは、より高圧力で運べるため、

一度の運搬でたくさんの水素を供給できま

す。「カードル」は多くの方に親しまれるデ

ザインを模索しているそうです。おしゃれ

なデザインの容器で水素が運ばれていく様

子が見られる日も遠くないでしょう。

水
素
を「
荷
物
化
」し
て
各
地
へ
供
給

サ

組み立て中の
水電解装置

国内最大級の水素製造拠点の外観

米倉山で製造されているグリーン水素を運
搬する現行の「カードル」。サントリーは新
たなデザインのカードルを模索中だ。

P2G
システム
（水素製造）

水素
パイプ
ライン

（水素ボイラ）
天然水工場

水 素 利 用

蒸溜所

H
ydrogen project in YA

M
A

N
A

SH
I

［
第
2
特
集
］

ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

需
要
拡
大
を

見
据
え
て

＊新エネルギー・産業技術総合開発
機構（NEDO）の助成事業
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［
第
2
特
集
］

H
ydrogen project in YA

M
A

N
A

SH
I

CC 上島珈琲株式会社（兵庫県神戸

市）は、水素を熱源とする大型焙煎

機をレギュラーコーヒー製造の主力工場

「UCC 富士工場（静岡県富士市）」に導入し

ました。使われているグリーン水素は、県
の米倉山電力貯蔵技術研究サイトにある
P2G システムで製造されています。UCC

が指針とする「2040年までにカーボンニュ

ートラルの実現」に向けた取り組みの一つ

だそうです。

 コーヒーの焙煎プロセスの熱源には一般

的に天然ガスが使用されていますが、UCC

は燃焼時に二酸化炭素を排出しない水素を

熱源とする焙煎機と水素バーナーの開発・

実装を進めてきました。水素だと温度の幅
が広がり、味に独自の特徴があるそうです。

UCC では従来の熱源との味覚差も研究中

です。

グ
リ
ー
ン
水
素
で
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎

U

「水素社会」年表
2018.3　
「やまなし水素エネルギー
社会実現ロードマップ」を策定
2020.10
国が「2050年カーボン
ニュートラル宣言」
2023.3
「山梨県地球温暖化
対策実行計画」を改定
2023.5
GX 推進法が成立
2024.5
水素社会推進法が成立
2025
山梨県が「やまなし水素社会
実現戦略」の策定に着手

あ
る
べ
き「
水
素
社
会
」と
は
? 

国
際
的
な
ル
ー
ル
作
り
へ

が来年開催する国際水素サミットの

大きな狙いは、水素を巡る国際的な

ルールメイキングをすることです。県は、「世

界基準」で水素関連施策を推進していきま

す。そうしたゴールを設定し、「水素社会

実現戦略」の策定に着手しました。

　戦略の策定に当たって、大切なのは基礎

的な調査です。県内企業が水素関連の分野

にどのような興味を示しているか、参入の

見通しはどうなのかなどを探ります。甲府

市の米倉山にある「次世代エネルギーシス

テム研究開発ビレッジ ( 通称・ネスラド )」

には水素・燃料電池関連の企業が集積して

いますが、この裾野を広げていくための知

見を調査・分析によって蓄積します。

　さらに、P2G システムを国内外に展開し

ていくための課題や可能性も調べていきま

す。先進的な水素の活用事例を集めて、そ

こに P2G を展開する余地があるのかも見

極めていきます。今年度中に調査を終えて、

有識者らの意見を聞きながら、最終的に「戦

略」を取りまとめる予定です。

県

県産水素で焙煎した
UCCコーヒーのライ
ンナップ

（UCC上島珈琲提供）

UCC富士工場内にある大型水素焙煎機
（UCC上島珈琲提供）

山
梨
県
産
水
素
を

コ
ー
ヒ
ー
製
造
に

活
用
!

暮
ら
し
の
中
に

水
素
が
広
が
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
!

こうして作る! 
や まなし 水 素 社 会 実 現 戦 略

従
来
熱
源
よ
り

焙
煎
時
の

温
度
調
整
幅
が

広
い
か
ら

多
彩
な
味
わ
い
に

1

まずは
状況調査

県内企業の水素・燃料電池関連分野に
おける事業の状況（売上、雇用者数等）、
燃料電池、水素ボイラ、ＦＣＶ等の導
入計画などに関するアンケートやヒア
リングを実施する予定です。

2

水素・燃料電池
関連産業の

市場見通しは?
水素・燃料電池に関連する製品・サー
ビス別の最新の市場動向・将来見通し
を調べて分析します。県は「やまなし 
モデルP2G」の海外展開にも積極的に
取り組んでいるので、国外市場も調査
の対象です。

製品・サービスの例
⃝モビリティ（乗用車、トラック、フォークリ

フト等）、定置用燃料電池、水素ボイラ、
水素バーナー、水電解装置など

⃝製品の量産に係る製造装置、分析装置、
検査装置など

⃝水素インフラにかかわる土木・建築・
配管工事、メンテナンスなど

3

戦略素案と
ロードマップ

調査分析に基づいて戦略の素案を作成
します。来るべき水素社会の姿を具体
的に表し、県民生活におけるさまざま
な利活用のあり方も見据えて2050年ま
でのロードマップを作成します。

県の水素キャラクター
「水素のスイチョ」
©YAMANASHI/nakanogumi

［問い合わせ先］（P2G）新エネルギーシステム推進課 TEL 055-234-5268 FAX 055-267-5318
　　　　　　　（水素社会実現戦略）地域エネルギー推進課 TEL 055-223-1846 FAX 055-223-1320 

水素焙煎は高温～
低温の調整幅が既
存熱源より広いの
で、水素ならでは
の味を創り出せる

UCCの 水 素 焙
煎コーヒーを防
災新館１階のま
るごとやまなし
館で提供中

天然ガスの焙煎

水素焙煎
焙煎プロファイル

炒
豆
の
温
度

焙煎時間 UCC上島珈琲のHPから作成


